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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
①

国 民 年
金
ナ   ー

ーコ
全
額
免
除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入

す
る
も
の
で
、
保
険
料
の
納
付

を
続
け
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎

年
金
や
万
が
一
の
時
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
所
得
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
免
除
制
度
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
免
除
制
度
の
種
類

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制

度
に
は「
法
定
免
除
」と「
申
請

免
除
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や

生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
が
届
け
出

を
行
う
と
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

申
請
免
除
は
、
本
人
か
ら
の

申
請
に
よ
る
も
の
で
、
前
年
の

所
得
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
れ

ば
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す（
一
部
納
付
制

度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も

あ
り
ま
す
）。

■
全
額
免
除
制
度

　

次
の
所
得
基
準
の
範
囲
内
に

あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
所
得
基
準

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
お

の
お
の
の
前
年
の
所
得
が
、
次

の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

【
計
算
式
】

　
（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
＋
１
）

×
35
万
円
＋
22
万
円

（
例
）単
身
世
帯
の
場
合

　
（
０
人
＋
１
）×
35
万
円
＋

22
万
円
＝
57
万
円

※
学
生
お
よ
び
任
意
加
入
被
保

険
者
の
方
は
対
象
外
で
す
。

※
学
生
の
方
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は「
学
生
納

付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
手
続
き

　

免
除
の
申
請
に
は
、
住
民
票

の
あ
る
市
町
村
へ「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
申
請
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
申
請
書
は
役

場
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

あ
り
ま
す
）。

▽
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の

・
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
は
不
要
）

■
免
除
期
間
の
年
金
額

　

保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
の
年
金
額
の
２
分
の

１（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は

３
分
の
１
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

９
３
２

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

　小野町指定重要文化財「東堂山満福寺鐘楼堂」（小戸神）の土台部分の修復が、この
たび終了しました。
　この鐘楼堂は1861年に建立されたもので、老朽化により土台すそ部分の部材がは
がれるなど、傷みが激しくなっていました。
　今回の修復作業は、昨年から行政区の皆さんが中心になって進めてきましたが、
今年の春に工事が終了しました。
　完成した鐘楼堂は、その形や色など建てられた当時の姿が再現されています。
　建立からちょうど150年目の年に生まれ変わった鐘楼堂をぜひご覧ください。

cultural ass ets
「東堂山満福寺鐘楼堂」修復終了


